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九
月
十
五
日
、
 「
祝岩
木
川
の
日
 

九
月
十
五
日
」
 
（
主催
一
岩
木
川
と
地

域
づ
く
り
を
考
え
る
会
）
と
オ
ン
ニ
ャ

カ
ー
ニ
バ
ル
（
主
催
】
オ
ン
ニ
ャ
カ

ー
 

ニ
バ
ル
実
行
委
員
会
）
が
岩
木
川
河
川

敷
で
併
催
し
て
開
か
れ
、
多
く
の
親
子

連
れ
が
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
や
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。
 「
祝岩
木
川
の
日
」
は
、
 

大
正
十
年
九
月
＋
五
日
に
岩
木
川
改
修

工
事
起
工
式
が
行
わ
れ
、
先
人
た
ち
が

苦
労
を
共
に
分
か
ち
合
っ
た
日
を
子
供

達
に
語
り
継
ぎ
た
い
と
、
今
年
初
め
て

開
催
し
ま
し
た
。
 

一
方
 
「
オ
ン
ニ
ヤ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
 
の

クオ
ン
ニ
ャ
〉
は
津
軽
弁
で
外
と
い
う

意
味
で
、
野
外
の
手
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

で
交
流
し
よ
う
と
毎
年
行
い
＋
年
目
と

な
っ
た
今
年
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
、
模
擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
 

ケ
ツ
ト
が
並
び
、
石
焼
き
パ
ン
や
オ
カ

リ
ナ
作
り
な
ど
が
行
わ
れ
、子
供
達
は
、
 

メ
ン
コ
や
竹
と
ん
ぽ
飛
ば
し
な
ど
に
盛

ん
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
津
軽
独
特

の
か
ぶ
り
も
の
 
「
ほ
っか
ぶ
り
大
会
」
 

で
は
、
自
慢
の
か
ぶ
り
方
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
じ
ゃ
っ
こ
つ
か
み
大
会
で
、
 

に
じ
ま
す
を
つ
か
ん
だ
子
ど
も
達
は
、
 

焼
き
た
て
の
に
じ
ま
す
を
お
い
し
そ
う

に
ほ
う
ば
り
、
建
設
省
青
森
工
事
事
務

所
で
は
、
災
害
現
場
で
活
躍
す
る
排
水

ポ
ン
プ
車
や
土
の
う
造
成
機
を
展
示
、
 

実
演
し
、
災
害
時
に
は
ど
こ
で
も
出
動

す
る
態
勢
を
P
R
し
て
い
ま
し
た
。
 



で
麟
 

地
域
や
国
境
を
越
え
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ップ
を
育
む
 

青
森
県
青
年
の
船
 
研
修
報
告
 

台
湾
地
震
被
災
者
へ
の
救
援
金を
受
付
て
い
ま
す
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八
月
三
十
目
か
ら
九
月
十
日
ま
で
の

士

一
日
間
、歴
史
的
、
文
化
的
に
深
く

結
ば
れ
た
大
韓
民
国
や
中
華
人
民
共
和

国
を
訪
間
し
、
国
境
を
越
え
仲
間
達
と

夢
や
未
来
を
語
り
合
い
交
流
を
深
め
る

青
森
県
青
年
の
船
事
業
が
行
わ
れ
、
当

市
か
ら
も
十
二
名
が
参
加
し
、
各
種
研

修
や
交
流
等
で
自
分
を
研
磨
し
て
き
ま

し
た
。
 

一
行
は
船
で
青
森
港
よ
り
出
航
。
韓

国
釜
山
港
よ
り
慶
州
、
ソ
ウ
ル
、
仁
川

を
、
中
国
で
は
天
津
、
北
京
を
訪
問
し

当
地
の
歴
史
、
文
化
、
経
済
等
に
関
す

る
施
設
の
見
学
や
、
現
地
青
年
と
の
交

流

・
交
歓
等
を
行
い
ま
し
た
。
 

今
年
で
八
回
目
と
な
る
同
事
業
で
は
 
 

こ
れ
ま
で
参
加
し
た
青
年
達
が
、
地
域

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
地
域
の
新
た
な
リ
ー
ダ
 

ー
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
今
回
参
加

し
た
十
二
名
も
、
帰
国
後
成
田
市
長
を

表
敬
訪
問
し
、
今
後
自
分
の
体
験
し
た

こ
と
を
地
域
に
還
l
R
Jた
い
と
意
欲
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

友
情

の
輪
を
広
げ

て
 歳

．
 

町
丁

に
七

ん
町
 

さ
島
 

『
（
 

新
 

私
が
青
年
の
船
に
参
加
し
た
目
的
、
 

そ
れ
は
地
元
の
青
年
の
方
々
と
の
交
流

や

一
生
の
仕
事
と
し
て
目
指
し
て
い
る

教
師
の
下
地
づ
く
り
で
し
た
。
 

今
回
訪
れ
た
の
は
韓
国
と
中
国
で
し

た
。
中
国
へ
は
学
生
時
代
二
年
間
ほ
ど

留
学
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
豪
華

客
船
で
沢
山
の
仲
間
達
と
行
く
こ
と
に

緊
張
を
覚
え
ま
し
た
。し
か
し
、船
上
で
 

e
交
歓
会
、
運
動
会
を
通
し
て
、
仲
間

達
と
次
第
に
打
ち
解
け
色
々
な
話
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
運
動
会

で
は
私
の
い
た
西
北
五
B
チ

ー
ム
が
優
 
 

勝
し
ま
し
た
。
み
ん
な
の
心
を
ー
つ
に

繋
い
だ
 「綱
引
き
」
や
「
十人
十
一
脚
」
 

は
い
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
 

訪
間
先
の
韓
国
、
中
国
で
は
自
主
研

修
、
交
歓
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
元
の

青
年
達
と
も
多
く
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
 

韓
国
で
は
日
本
と
殆
ど
変
わ
ら
な
い
町

並
み
に
 「
本当
に
隣
の
国
な
ん
だ
な
」
 

と
実
感
し
ま
し
た
。
中
国
で
は
、
世
界

に
誇
る
建
造
物
、
万
里
の
長
城
や
天
安

門
広
場
の
巨
大
さ
、
雄
大
さ
に
悠
久
の

歴
史
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
 

今
後
は
、
こ
う
し
た
経
験
を
私
自
身

の
糧
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
、
 

そ
し
て
私
が
教
壇
に
立
っ
た
と
き
生
徒

達
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
 

9
月
2
1日
、
台
湾
に
お
い
て
発
生
し

た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
6
の
強
い
地

震
に
よ
り
、
多
数
の
死
傷
者
・
行
方
不

明
者
が
で
て
お
り
ま
す
。
被
災
地
で
の
 

九
月
十
九
日
、
空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ

捨
て
を
無
く
し
、
き
れ
い
な
青
森
県
実

現
の
た
め
県
下
一
斉
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
狼
野
長
根
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
 一
緒
に
ゴ
ミ
を
集
め
た
成
田
市
長

は

「
奉仕
の
精
神
が
市
民
運
動
の
弾
み

と
な
り
、
環
境
の
美
化
に
向
け
た
意
識

を
高
め
て
く
だ
さ
い
」
 
と
あい
さ
つ
。
 

参
加
し
た
七
和
地
区
住
民
と
奉
仕
団
の

皆
さ
ん
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
や
せ
な
 

《
銀行
送
金
の
場
合
》
 

・

青
森
銀
行
新
町
支
店

普
通
口
座
 
1
6
0
0
0
番
 

・

み
ち
の
く
銀
行
青
森
支
店
 

窮
状
を
鑑
み
、
被
災
者
救
援
の
た
め
の
 
普

通
口
座
 
4
2
0
0
8
8
8
番
 

救
援
金
を
受
付
し
て
お
り
ま
す
。
 

の
ロ
座
人
名
義
「
赤
十
字
社
青
森
県
 

●

受
付
期
問
 
1
1月
1
9日
国
ま
で
 

支
部
 
支
部
長
 
木
村
守
男
」
に
送
 

●

受
付
 
救
援
金
に
限
り
ま
す
 

金
く
だ
さ
い
。
 

●

受
付
方
法
 

※
な
お
、
振
込
手
数
料
は
無
料
と
な
り
 

《直
接
お
持
ち
に
な
る
方
》
 

ま
す
。
銀
行
送
金
さ
れ
る
場
合
は
、
 

・

市
福
祉
事
務
所
 
生
活
福
祉
課
 
ほ
か

の
救
援
金
と
区
別
す
る
た
め
必
 

・

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
（
青
森
 
ず

名
前
記
入
欄
冒
頭
に
「
台
湾
地震
」
 

市
長
島
1
1
3
11
）
ま
で
お
持
ち
く
 

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
 

だ
さ
い
。
 

◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 

ポ
易
ン
易
イ

ア
眠

よ

る
 

い
h

I
I、
にそ
れ
ぞ
れ
分
別
し
集
め
て
い
 

曾
鳳

］
冒
漏
翻
 

ま
した
o
 

狼
野

長
根
公
園
 

皆
さ
ん
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
 

【
 

【
 



開
設
5
周
年
記
念
 

オ
ル
テ
ン
シア
自
主
事
業
を
開催
し
ま
す
 

オ
ル

テ
ン

シ
ア
 
容

（3
3)
2
1
1
1

・
献
（
3
3)
2
0
0
6
 

 

曾
意
の
花
か
④
 

 

 

ー
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ー
 

 

＠
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
嶋
谷
税
務
会
計
事
務
所
（
嶋谷
敏
税
理
士
）
廿
二
十
万
円
。
 

※
創
立
二
十
周
年
記
念
と
し
て
 

〇
松
緑
神
道
大
和
山
（平
内
町
外
童
子
字
滝
ノ
沢
十
ニ
ー
十三
）
廿三
十
万
円
。
 

〇
イ
ト
1
ョ
ー
力
堂
労
組
（
有明
正
樹
五
所
川
原
支
部
長
）
廿二
万
円
。
 

青森県内 五所井陳警察署管内 

発生 
6,038 

(+ 244) 

252 

（一14) 

死者 
85 

(-10) 
6 

(-1) 

傷者 
7,258 
(+ 307) 

310 

(-13) 

交通安全は家庭から 

交通事故概要 

毎月1日は、県民交通安全の日 

五所川原市交通安全対策協議会
五 所 川 原 警 察 署 

( ）内は、前年対比 

運転は ゆったりハートに 
しっかりベルト 

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
か
（『3
3)2
1
1
1
 

市
職
員
互
助
会
 
。
（3
5)
21
1
1
 

内
線

2
6
2
 

タ
カ
ョ
楽
器
店
 
雪
（3
4)
2
31
1
 

エ
ル
ム
案
内
カ
ウ
ン
タ

ー
 

。
（3
3)
 
6
2
7
6
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
で
は
、
開
設
5
周
年
 

記
念
事
業
と
し
て
次
の
公
演
を
行
い
ま
 

す
の
で
皆
様
ぜ
ひ
と
も
お
い
で
く
だ
さ
 

い
。
 

平
成
1
1年
度
 
青
森
県
移
動
芸
術
劇
場
 

日
中
合
作
大
型
人
形
劇
特
別
公
演
 

「
一
一
「国
志
」
 

1
0月
2
0日
困
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
大
ホ
ー
ル
 

第
1
幕
 

三
顧
の
礼
 
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
七
景
 

第
2
募
 

赤
壁
の
戦
い
 
七
景
と
エ
ピ
ロ
ー
グ
 

1
回
目
公
演
 

1
4時
開
演

（1
3時
3
0分
開
場
）
 

2
回
目
公
演
 

1
8時
3
0分
開
演

（1
8時
開
場
）
 

入
場
料
（
全
席
自
由
）
 

大
人
 
1
5
0
0
円
 

学
生
・
小
人
  

1
0
00
円
 

主
催
 
青
森
県
教
育
委
員
会
 
ふ
る
さ
 

主
父
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
 
 

平
成
1
1年
度
 

移
動
芸
術
祭
巡
回
公
演
 
ォ
ー
ケ
ス
 

ト
ラ

・
札
幌
交
響
楽
団
演
奏
会
 

1
1月
1
1日
困
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
 

指
 

揮
 
円
光
寺
 
雅
彦
 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
 
川
田
 

知
子
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
】
歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
 

結
婚
」
序
曲
 

ブ
ル
ッ
フ
ー
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
 

第
1
番
 
ト
短
調
 
作
品
2
6
 

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
】
交
響
曲
第
5
番
 

ホ
短
調
 
作
品
6
4
 

1
8時
3
0分
開
演
（
1
8時
開
場
）
 

入
場
料

（
全席
指
定
）
 

s
席
 
3
0
00
円
 

A
席
 
1
5
0
0
円
 

ペ
ア
席
 
5
0
0
0
円

（各
税
込
）
 

主
催
 
文
化
庁
 
岡
全
国
公
立
文
化
施
 

設
協
会
 
青
森
県
教
育
委
員
会
 

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
事
 

務
組
合
 

交
通
事
故

撲
滅
の
た
め
 

が
ん
ば

ろ
う
 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

市
民
総
決
起
大
会
 

九
月
十
七
日
、
五
所
川
原
市
交
通
安

全
対
策
協
議
会
（
大会
長
 
成
田
市
長
）
 

は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
市
民
総

決
起
大
会
を
市
中
央
公
民
館
で
開
き
交

通
安
全
の
協
力
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
成
田
市
長
が

「
交通
事

故
撲
滅
の
た
め
市
民
一
人
ひ
と
り
の
よ

り
一
層
の
努
力
を
お
願
い
し
た
い
」
 と

あ
い
さ
つ
し
た
後
、
五
所
川
原
地
区
交

通
安
全
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
楢

崎
裕
子
会
長
が
 「
シー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
徹
底
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
促

進
そ
し
て
、
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
高
齢

者
と
子
供
の
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
す
」
 

と
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
交
通
事
故
防

止
を
誓
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
一
一

十
二
日
、
市
内
松
島
団
地
の
五
所
川
原

温
泉
ホ
テ
ル
前
で
、
松
島
八
丁
目
婦
人

部

（
新
岡
みよ
志
会
長
）
と
中
央
小
学

校
P
T
A生
活
指
導
部
（
寺
田
富
士
子

会
長
）
が
作
っ
た
手
作
り
の
マ
ス
コ
ッ

ト
人
形
を
、
通
行
中
の
車
の
ド
ラ
イ
バ
 

ー
に
配
布
し
、
 「
シー
ト
ベ
ル
ト
を
締

め
よ
う
。
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
」
と
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
0
 

五所川原市役所 丑35-2111 3 平成11年10月 1日 



五
所
川
原
市
若
年
者
 

雇
用
奨
励
金
交
付
申
請
 

手
続
き
の
ご
案
内
 

商
工
観
光
課
 

内
線

3
9
4
 

悪
質
商
法
な
どで
困
っ
て
 

い
る
方
はい
ま
せ
ん
か
 

国
民
年
金
に
 

任
意
加
入
で
き
ま
す
 

国
保
年
金
課

国
民
年
金
係
 

内
線

2
1
1
、
2
1
3
 

国
民
年
金
に
適
用
さ
れ
な
い
人
の
う

ち
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
は
任
意

で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

①
6
0歳
未
満
の
人
で
、
厚
生
年
金
や
丑
（
 

済
組
合
の
老
齢

（退
職
）
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
国
民

年
金
の
適
用
を
除
外
さ
れ
て
い
る
人
。
 

②
6
0歳
以
上
6
5歳
未
満
の
人
。
 

国
民
年
金
は
2
0歳
か
ら
6
0歳
ま
で
の

す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
め
た
 
 

期
間
と
納
付
の
免
除
を
受
け
た
期
間

な
ど
を
合
わ
せ
て
原
則
と
し
て
2
5年

以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
6
0
 

歳
に
な
っ
て
も
、
こ
の
期
間
に
不
足

し
て
い
た
り
、
資
格
は
満
た
し
て
い

る
が
、
よ
り
高
額
な
年
金
を
受
け
た

い
と
い
う
人
は
任
意
で
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

③
6
5歳
ま
で
任
意
加
入
し
て
も
な
お
か

つ
、
最
低
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た

せ
な
い
人
は
、
さ
ら
に
7
0歳
に
な
る

ま
で
の
間
で
、
受
給
資
格
期
間
を
満

た
す
ま
で
引
き
続
き
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

1
0月
1
0日

体
育
の
日
 

体
育
施
設
を
 

無
料
開
放
し
ま
す
 

ス
ポ

ー
ッ
健
康
課
 

内
線
5
6
1
 

●

1
0月
1
0日
同
 
9
時

、
1
6時
 

◇
開
放
施
設
 

市
民
体
育
館
 
市
営
球
場
 

市
民
体
育
館
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お
 

年
寄
り
ま
で
、
誰
で
も
気
軽
に
出
来
る
 

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
 

新
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
 

◇
紹
介
種
目
 

パ
ド
ル
テ
ニ
ス
、
 ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
、
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
シ
ャ
ト
ル
 

ボ
ー
ル
等
 

◇
新
体
力
テ
ス
ト
 

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
掘
 
 

開
眼
片
足
立
ち
、
1
0m
障
害
物
歩
行
 

6
分
間
歩
行
 

◇
そ
の
他
 
市
民
体
育
館
を
利
用
す
る

方
は
、
ズ
ッ
ク
（
内
履
）
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。
 

秋
の
行
政
相
談
週
間
 

1

日
行
政
相
談
所
開
設
 

市
民
課
 内
線
2
2
0
 

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕
事

や
特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
意
見

・
要
望
は
あり
ま
せ
ん
か
。
 

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
2
0日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
 

1
 
1
階
 

〔
今月
の
行
政
相
談
日
〕
 

●1
0月
1
4日
困
 
1
3時

i
1
5時
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

◇
担
当
相
談
員
 
阿
部
昭
雄
さ
ん
 

●

1
0月
2
8日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

◇
担
当
相
談
員
 
演
田
健
司
さ
ん
 

働
く
婦
人
の
家
生
活
講
座
 

受
講
生
募
集
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

か
（
3
5)
8
8
9
8
 

〔
男の
料
理
教
室
〕
 

●

1
0月
2
0日
困
1
8時
3
0分

ー
2
0時
3
0分

◇
内
容
 
「
秋の
魚
料
理
」
 

◇
講
師
 
三
森
敬
子
さ
ん
 

〔
郷
土
の
味
家庭
料
理
教
室
〕
 

●

1
1月
2
0日
田
9
時
3
0分

、
1
2時
3
0分

◇
講
師
 
高
橋
み
ち
よ
さ
ん
 

平
成
1
1年
4
月
1
日
か
ら
平
成
1
1年
 

9
月
3
0日
ま
で
に
2
5歳
未
満
の
若
年
者

を
新
規
に
雇
い
入
れ
、
1
年
以
上
継
続

し
て
雇
用
し
、
事
業
所
の
労
働
者
が
増

え
て
い
る
等
、
 一
定
の
要
件
に
あ
て
は

ま
る
場
合
、
増
員
と
な
っ
た
若
年
者
1
 

人
に
つ
き
、
2
0万
円
を
市
か
ら
事
業
主

に
交
付
し
ま
す
。
 

ま
た
、
常
用
労
働
者
の
う
ち
6
0歳
以

上
で
定
年
退
職
し
た
者
及
び
6
0歳
以
上

で
自
己
都
合
に
よ
り
離
職
し
た
者
の
補

充
の
た
め
に
雇
用
し
た
場
合
、
事
業
所

の
常
用
労
働
者
の
数
を
維
持
し
て
い
る

こ
と
を
条
件
に
、
若
年
者
1
人
に
つ
き
 

1
0万
円
を
交
付
し
ま
す
。
 

※
平
成
1
1年
2
・
3
月
に
2
5歳
未
満
の

若
年
者
を
雇
い
入
れ
、
平
成
1
1年
1
 

月
に
申
請
を
し
て
い
な
い
場
合
、
今

回
が
申
請
時
期
と
な
り
ま
す
。
 

●申
請
期
間
 

1
0月
1
日
団
、
1
0月
2
9日
固
 

9
時

、
1
6時
 

（土
・
日
・
祝
日
を除
く
）
 
 

◇
提
出
書
類
 

雇
用
奨
励
金
交
付
申
請
書
 
1
部
 

（
商
工
観
光課
に
あ
り
ま
す
）
 

◇
申
請
場
所
 
商
工
観
光
課
 

県
の
消
費
生
活
相
談
員
が
、
消
費
生

活
に
関
す
る
苦
情
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
い
た
し

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
当
日
は
電
話
で
の
受
付
も
い
た
し

ま
す
。
 

●

毎
月
第
3
木
曜
日
 
1
0時
、
1
5時
 

（
今月
は
1
0月
2
1旦
 

産
経
会
館
5
階
 
B
会
議
室
 

◇
実
施
日
相
談
用
電
話
 

屍
）
2
1
1
1
 
内
線
5
8
4
 

◇
相
談
料
 
無
料
 

★
悪
質
商
法
の
例
 

【催
眠

（S
F
）
商
法
】
 

安
売
り
や
新
商
品
紹
介
な
ど
の
名
目
 

で
人
を
集
め
、
閉
め
切
っ
た
会
場
で
日
 

用
品
な
ど
を
次
々
と
配
り
、
話
術
で
雰
 

囲
気
を
盛
り
上
げ
冷
静
な
判
断
を
失
わ
 

せ
、
最
後
に
高
額
な
磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス
 

な
ど
を
売
り
つ
け
ま
す
。
 

無
料
配
布
に
つ
れ
ら
れ
て
出
か
け
る
 

と
、た
だ
で
は
帰
れ
な
く
な
り
ま
す
。
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菊
ま
つ
り
に
自
作
の
菊
を
 

出
展
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

商
工
観
光
課
 
内
線
3
9
2
 

中
央
公
民
館
 

み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

展
示
紹
介
 

市
中

央
公
民
館
 

容
（3
5)
6
0
5
6
 

市
で
は
、
第
6
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
菊

ま
つ
り
を
1
0月
2
3日

・
2
4日
の
2
日
間

菊
ケ
丘
運
動
公
園
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

そ
の
際
に
、
 一
般
の
方
か
ら
自
作
の
菊

出
展
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

文

化
講
演

会
 

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
 

内
線
5
5
5
 

●

1
0月
2
9日
岡
 

開
場
1
8時
 
開
演
1
8時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
大
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 

「
人生
を
豊
か
に
す
る
会
 

話
と
ユ
ー
モ
ア
」
 

◇
講
師
 

放
送
作
家
 
は
か
ま
満
緒
さ
ん
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

※
当
日
は
手
話
通
訳
付
で
す
。
 

・

1
0月
9
日
田
、
1
0月
2
7日
困
 

〔2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〕
 

石
黒
亮
一
写
真
展
 

一
 

一
 

青
森
テ
ク
ノ
ホ
リ
ス
 

ハ
イ
テ
ク
工
業
団
地
漆
川
 

市
道
岩
木
町

・
飯
詰
線
 

馬
性
橋
架
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い
 

土
木
課
 
内
線
3
0
3
 

市
道
 
岩
木
町
・
飯
詰
線
、
馬
性
橋
架
替
え
に
伴
い
、
左
図
の
工
事
区
間
が
全

面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
期
間
中
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

工
事
期
間
 
平
成
1
1年
1
0月
5
日
、
平
成
1
3年
3
月
2
5日
ま
で
 

「奥
津
軽
路
ス
ケ
ッ
チ
、
花
彩
々
」
 

※
写
真
家
石
黒
さ
ん
の
レ
ン
ズ
を
通
し
 

て
の
、
花
の
世
界
に
ご
期
待
く
だ
さ
 

い
0
 

〔3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〕
 

工
藤
忠
写
真
展
 

「み
ち
の
く
の
虫
た
ち
」
 

※
青
森
県
を
中
心
と
し
た
虫
た
ち
の
生
 

き
た
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
 

●
 

「
み
んな
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
 
に展
示

希
望
（無
料
）
の
方
は
、中
央
公
民
館

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

生
活
支
援
員
に
 

な
り
ま
せ
ん
か
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
 

公
（
3
4)
3
4
9
4
 

1
0月
か
ら
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
、
当
協
議
会
に
生
活
支

援
員
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

生
活
支
援
員
の
仕
事
は
、
判
断
能
力

が
不
十
分
な
方
へ
の
次
の
よ
う
な
援
助

で
す
。
 

〔
日常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
〕
 

・

生
活
用
品
の
購
入
、
各
種
料
金
の
支
 

払
い
、
預
貯
金
の
出
し
入
れ
等
 

〔
日常
的
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
〕
 

・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
支
援
、
日

常
生
活
の
見
守
り
等
 

※
詳
し
く
は
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

市
民
民
謡
教
室
の
 

お
知
ら
せ
 

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
 

内
線
5
5
6
 

ー
創
作
民
謡
を
う
た
お
う
 

初
心
者
大
歓
迎
ー
 

●

1
0月
1
2日
因
・
2
6日
因
 

1
1月
9
日
因
・
3
0日
因
 

1
2月
1
4日
因
 
各
1
0時

ー
1
1時
3
0分
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
対
象
者
 
ど
な
た
で
も
 

◇
講
師
 
長
尾
武
一
さ
ん
（市
伝
統
文
 

化
功
労
賞
受
賞
者
）
 

◇
申
込
方
法
 
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
 

だ
さ
い
（
受
講
料無
料
）
。
 

~高齢者対策B5作戦 
~～立ち上がろう「死亡事故ゼ口」を目指して～ 

I 	期間 11月18日木まで 

~⑨重点実施事項 

I・高齢者に対する交通安全教育の推進 

~・創意工夫を凝らした反射材の積極的な普及 

~・高齢運転者講習の受講促進の強イヒ 

I 	青森県警察本部 五所川原警察署 1 
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五
所
川
原
市
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ツ
ジ
 

（
地域
振
興
大
学
）
講座
開
設
 

市
教
育
委
員
会
生涯
学
習
課

内
線
5
5
5

・
5
5
6
 

よう。 

H月1日月は 
市（県）民税第3期 
国民健闘呆険税第4期

の納期限です 
お手元の納付書を確認 
し、期限内に納めまし 

き
の
こ
採
り

行
き
先
告
げ
て

無
理
せ
ず
に
 

き
の
こ
採
り
に
よ
る
遭
難
が多
発
す

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
山
岳
遭
難
は

残
さ
れ
た
家
族
の
悲
劇
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
地
域
の
方
々
に
も
大
き
な迷
惑
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編識「言 

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

安
全
に
気
を
つ
け
て
楽
し
い
き
の
こ

採
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

万
一
に
備
え
た
装
備
は
常
識
で
す
 

「
命」
と
き
の
こ
を
引
き
換
え
に
し

な
い
た
め
に
も
、
必
ず
用
意
し
て
山
に

入
り
ま
し
ょ
う
。
 

・

非
常
食
・
笛
●
発
煙
筒
・
方
位
磁
石
 

・

鏡
（
反
射
光
によ
り
自
分
の
位
置
を

知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
 
・薬
 

・

携
帯
ラ
ジ
オ
・
ラ
イ
タ
ー
・
防
寒
具

青
森
県
農
林
部
 

～ ー 

●

1
0月
1
6日
、
1
2月
1
8日
 
各
土
曜
日

而
日

間
）
1
3時
3
0分

ー
1
6時
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

◇
対
象
者
 
パ
ソ
コ
ン
技
能
中
級
者
以

上
の
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
（
社

会
人
）
ま
た
は
市
内
に
勤
務
す
る
人
。
 

◇
講
座
内
容
 
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
な

が
ら
デ
ー
タ
管
理
を
学
ぶ
。
 

・

エ
ク
セ
ル
の
基
礎
と
応
用
 

・

ア
ク
セ
ス
の
基
礎
と
応
用
 

◇
募
集
人
員
 
2
0人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）
 

◇
募
集
期
間
 
1
0月
5
日
因

、
8
日
団

◇
受
講
料
 
3
0
0
0
円
 

※
受
講
が
決
ま
っ
た
方
は
、
1
0月
1
3日

困
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。
 

‘
 
．
 

 

、
 

一
 
【‘

一
 
、
 
 

ー
一
 

 
，
 

H
日
ー
 

一
 
．
 

い
二
 

シ
ス
テ
ム
電
（
昇化
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
 

水
道
事

業
所
か

ら
の
お
知
ら
せ
 

市
水
道

事
業

所
 
公
（

3
4)
9
1
1
ー
 

1
0月
1
日
よ
り
、
水
道
事
業
所
で
は
水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
を
電
算
化
し
ま
す
。
 

「
」
れ
によ
り
窓
口
及
び
電
話
等
の
対
応
の
迅
速
化
を
図
り
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

●

1
0月
1
日
よ
り
ハ
ン
デ
ィ

ー
 

タ
ー
II、
ナ
ルの
導
入
に
よ
り

水
道
の
検
針
方
法
が
変
わ
り

ま
す
。
 

・

今
ま
で
の
検
針
票
に
使
用
水
量
と
金

額
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
 

・

更
に
、
ロ
座
振
替
利
用
者
に
は
ロ
座

振
替
の
領
収
書
も
同
時
に
発
行
さ
れ

ま
す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
今ま
で
の
ハ
ガ
キ
に
よ
る
領
収
書

は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
）
 

・

異
常
に
水
量
の
上
が
っ
た
場
合
等
、
 

「漏
水
の
可
能
性
あ
り
」
 
と
検針
票

に
表
示
さ
れ
ま
す
。
 （そ
の
際
は
、
 

至
急
最
寄
り
の
水
道
業
者
に
連
絡
し
、
 

調
査
し
て
く
だ
さ
い
）
 

・

そ
の
他
、
検
針
で
き
な
い
場
合
は
そ

の
理
由
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
 

・

昨
年
ま
で
は
、
冬
期
間
検
針
で
き
な

い
場
合
は
検
針
票
が
出
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
冬
期
間
か
ら
は
推
定
料
金

が
記
載
さ
れ
た
検
針
票
が
配
布
さ
れ

ま
す
。
 （
ロ座
振
替
ご
利
用
の
方
は

領
収
書
も
一
緒
に
発
行
さ
れ
ま
す
）
 

●

ロ
座
振
替
が
 

変
わ
り
ま
す
。
 

今
ま
で
は
、
1
回
目

（
毎月
2
0日
）
 

ロ
座
振
替
を
行
い
、
引
き
落
と
し
で
き

な
か
っ
た
方
の
た
め
翌
月
1
0日
ま
で
に
 

2
回
目
の
再
振
替
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
、
再
振
替
は
行
わ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
こ
と
か
ら
今
後
2
0日
に

ロ
座
振
替
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
未
納

扱
い
と
な
り
督
促
状
が
発
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
再
振
替
で

引
き
落
と
し
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
月
 

2
0日
前
に
ロ
座
へ
入
金
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

〔
水
道
事業
所
か
ら
の
お
願
い
〕
 

●

口
座
振
替
 

こ
利
用
の
お
す
す
め
 

仕
事
が
忙
し
い
、
留
守
が
ち
等
の
た

め
集
金
員
に
な
か
な
か
会
え
な
い
方
や

水
道
事
業
所
ま
で
納
付
に
来
ら
れ
な
い

方
等
、
ロ
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
「
 

申
込
用
紙
は
各
金
融
機
関
に
あ
り
ま

す
の
で
、
通
帳
を
お
作
り
の
金
融
機
関

へ
通
帳
、
通
帳
の
印
鑑
、
検
針
票
ま
た

は
領
収
書

（
需要
家
番
号
が
必
要
）
を

お
持
ち
に
な
っ
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
 

※
金
融
機
関
 

市
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組

合
、
労
働
金
庫
、
農
協
、
郵
便
局
 

百
座
振
替
日
は
毎
月
2
0日
で
す
）
 

●

検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

・

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物
を
お
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

・

冬
期
間
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の

除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

・

犬
を
お
飼
い
に
な
っ
て
い
る
方
、
メ
 

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
や
玄
関
近
く
に
犬

を
つ
な
が
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。
 



平成11年度秋の犬の登録、狂犬病予防集合注射を行います 
狂犬病予防法により、飼い主は犬を一生に一度登録することと、年に 1回予防注射を

受けさせることが義務付けられています。今年度、まだ予防注射を受けさせていない方

は、日程をご確認のうえ、都合のよい会場で受けさせてください。 

生後 3 ケ月以上の犬が登録・予防注射の対象となります。集合注射の会場では、登録

と予防注射を一度に済ませることができます。 また、犬の死亡・転居・譲渡の届け出も

会場でできますので、変更があった方は届け出てください。 

◇料金 新規の場合 6,000円（登録料 3,000円 注射料 3,000円） 

登録済みの場合 3,000円（注射料のみ） 

月 	日 実 	施 	場 	所 実 施 時 間 

コ ミ コ ニテ イ セ ン タ 一三好前 9:00 ~ 	9:30 
コ ミ ュ ニテ イ セ ン タ ー中川前 9:50 ~ 10:20 

1O/13(*) 毘沙門・長富コミュニテイセンタ―前 10:40 	へJ 	11:10 
コ ミ ュ ニテ イ セ ン タ 一飯詰前 11:30 	- 	12:00 
コ ミ ュ ニテ イ セ ンタ ー松島前 13:00 -. 	13:30 

コ ミ ュ ニテ イ セ ン タ 一七和前 9:00 - 	9:30 
コ ミ ュ ニテ イ セ ン タ 一長橋前 9:50 - 	10:20 

1O/14(*) 梅沢コ ミ コ ニテ イ セ ン タ ―前 10:40 	- 	11:10 
コ ミ コ ニ テ イ セ ン タ 一 栄 前 12:30 	- 	13:30 
富士見コミ ュニテイ センタ―前 13:50 - 14:20 

市 役 所 ー 般 駐 車 場 車 庫 ハU
l
I
54
〔
ノ」
 
 

0
0
‘
ー:
33
  

9
0
0
9
」
3
  

0
4
（
一・
ー5
  

0
0
0
0
0
  

0
0

0
0
0
  

一
 
一
 

一
 
一
 
一
 

しきしまコミュニテイセンタ―前 

1O/15() 五 所 川 原 保 健 所 前 
鎌 谷 町 防 災 セ ン タ ― 前 
松 島 町 松 島 会 館 前 

問い合わせ先 環境対策課 内線231・233 

ー 	ー ー 一 	 一 	 ~ ー ―- ―一 	~ ． ~ 

ロ月の催し物案囚 
~ 	 一■ ． ~― ■ 

TEL33 -21 11 
オルテンシア1 

ふるさと交流言民セン夕一 

日 曜日 催 	し 	物 開演 入場料 日 曜日 催 	し 	物 開演 入場料 

大
 

ホ
 

ー
 

ル
  

。
v
 
 

土
  

五所川原少年少女合唱団 18:30 無 	料 

小
 

ホ
 

ー
 

ル
  

9
  

土
  

第 3 回五十嵐由香ピアノ教室
発表会 

13:30 無 	料 

15 金
  

FLP 東北ビックラリー 13:00 前売 2,000円 10 日
  

塚本悦子＆原田初美ピアノ教
室発表会 

13:45 無 	料 

17 日
  

平成11年度国際民俗芸能フエ

ステイバルノ第41回北海道・

東北ブロック民俗芸能大会 

9:55 無料（整理券） 
11 月

  
日本舞踊発表会（綾扇会） 13:30 無 	料 

14 木
  

雇用保険業務取扱等説明会 
10:00 
13:30 無 	料 

20 水
  

日中合作大型人形劇 

「三国志」特別公演 

14:00 
18:30 

大人 1,500円
学生・小人 

1,000円 

（全席自由） 

16 土
  

平成11年度国際民俗芸能フエ
ステイバルノ第41回北海道・
東北ブロック民俗芸能大会 

13:00 無 	料 
（整理券） 

26 火
  

げきだん はてな公演 
「いきててよかった」 

19:00 無 	料 

22 金 
第35回五所川原第一中学校 

合同定期演奏会 
18:00 無 	料 

28 木
  

五所川原高等学校創立70周年
記念 山形交響楽団演奏会 

14:00 無 	料 

28 木
  

金
  

五所川原高等学校創立70周年

記念 山形交響楽団演奏会 
14:00 無 	料 29 金

  

土
  

平成11年度 安全運転管理者
等講習 

10:00 無 	料 

29 文化講演会 18:30 無 	料 30 五所川原市アンサンブルコン
テスト 

14:00 無 	料 

31 日
  

西北五合唱祭 13:00 無 	料 31 口
］
  

フローラ ピアノ発表会 13:00 無 	料 

7 平成11年10月1日 	五所川原市役所 丑35-2111 



3
歳
に
な
つ
た
ら
幼
稚
園
へ
 

五
所
川
原
私
立
 

幼
稚
園
協
会
 

私
立
幼
稚
園
に
入
園
す
る
3
・
4
・
 

5
歳
児
の
保
護
者
に
は
、
幼
稚
園
就
園
 

奨
励
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
 

申
請

・
交
付
は
幼
稚
園
を
と
お
し
て
 

手
続
き
で
き
ま
す
。
 

◇
願
書
配
布
 
1
0月
1
5日
団
か
ら
 

◇
願
書
受
付
 
1
1月
2
日
因
か
ら
 

※
詳
し
く
は
各
幼
稚
園
ヘ
 

・

五
所
川
原
幼
稚
園
屠
笠柳
”
叩
5
1
5o
)
 

・

富
士
幼
稚
園
 
（
み
どり
町”
平
7
9
74
)
 

・

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
見
 
町“
平
5
o
8
0
)
 

・

聖
心
幼
稚
園
 
（
末
広
町
“
半2
2
2
2
)
 嗣

園
サ
 ロ 

ン
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

学
園
祭
の
ご
案
内
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

学
務
課
 
容

（3
7)
3
2
0

ー
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五
所
川
原
市
制
施
行
4
5周
年
記念
事
業
 

平
成
1
1年
度
 

国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

第
4
1回

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ツ
ク

民
俗
芸
能
大
会
 

市
教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課
 

内
線

5
5
5
 

〔
ワー
ク
シ
ョ
ツ
プ
〕
 

●

1
0月
1
6日
国
 

開
場
 
1
2時
 
開
演
 
1
3時
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
小
ホ
ー
ル
 

◇
内
容
 
市
民
の
方
々
を
対
象
に
、
ア

ナ
ト
リ
ァ
民
俗
芸
能
団

（
トル
コ
の

民
俗
舞
踊
）
、チ
ベ
ッ
ト
族
の
芸
能
団
 

（
チベ
ッ
ト
の
輪
踊
）
、五
所
川
原
甚

句
保
存
会
（
五
所
川
原
甚
句
）
の
踊

り
の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
 

〔民
俗
芸
能
公
開
〕
 

●

1
0月
1
7日
同
 

開
場

9
時
9
9万
 
開
演
9
時
5
5分

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
大
ホ
ー
ル
 

◇
内
容
 
北
海
道
・
東
北
の
各
道
県
代

表
1
団
体
（
青
森
県
は
4
団
体
）
、ト

ル
コ
及
び
チ
ベ
ッ
ト
の
芸
能
団
が
 

「
輪踊
」
を
テ
ー
マ
に
芸
能
を
披
露
し

ま
す
。
地
元
か
ら
は
五
所
川
原
甚
句

保
存
会
、
鯵
ケ
沢
町
無
形
文
化
財
保

存
会
、
相
内
郷
土
》l
k能
保
存
会
が
出

演
し
ま
す
。
 

◇
入
場
料
 
両
日
と
も
無
料
 

※
2
日
間
共
通
の
整
理
券
を
発
行
い
た
 
 

し
ま
す
の
で
、
エ
ル
ム
案
内
カ
ウ
ン

タ
ー
に
て
お
求
め
く
だ
さ
い
。
当
日

は
整
理
券
が
な
く
と
も
入
場
で
き
ま

す
が
、
入
場
者
多
数
の
場
合
、
入
場

を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

◇
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
時
間
 

・

1
0月
1
6日
田
 

五
所
川
原
駅
発
 

1
2時

・1
2時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
発
 
1
5時
3
0分

・1
6時
 

・

1
0月
1
7日
⑧
 

五
所
川
原
駅
発
 

9
時

・9
時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
発
  

1
6時3
0分・1
7せ

 

開
催
し
ま
す
 

《同
時
開催
》
き
の
こ
写真
展
 

五
所
川
原
山
酔
会
事
務

局
 

。
（3
5)
2
1
1
1
 
内
線
4
0
5
 

●

1
0月
1
1日
回
 
1
0時

、
1
6時

五
所
川
原
中
三
 
5
階
催
事
場

◇
鑑
定
 
松
井
和
雄
先
生
 

音
楽
にの
つ
て
楽
しい
 

体
力
づ
＜
り
を
しま
せ
ん
か
 

廿
（3
5)
1
2
9
2

・
山
内

費
（3
5)
8
6
8
5

・
藤
田
 

●

1
0月
1
0日
同
 
9
時
契

万
、
1
2時

五
所
川
原
市
民
体
育
館

（
サ
ブ体
）
 

◇
対
象
者
 
ど
な
た
で
も
 

◇
内
容
 
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
 

◇
講
師
 

山
内
政
さ
ん
、
藤
田
妙
子
さ
ん

◇
主
催
 
市
婦
人
ス
ポ
ー
ッ
協
議
会

◇
そ
の
他
 
バ
ス
タ
オ
ル
と
ズ
ッ
ク
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
1
7日
同
 
9
時

、
1
5時
9
9万

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

◇
内
容
 

・

生
産
、
制
御
、
電
子
、
情
報
技
術
科

の
教
育
訓
練
内
容
の
展
示
。
 

・

小
・
中

・
高
校
生
等
を
対
象
と
し
た

体
験
コ
ー
ナ
ー
。（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
 

等
を
活
用
し
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
モ
 

ー
タ
ー
の
作
成
等
）
 

・

模
擬
店
コ
ー
ナ

ー
 

・

各
団
体
及
び
事
業
所
等
を
対
象
と
し

た
相
談

・
援
助
コ
ー
ナ

ー
 

国
際
ソ9
チ
ミ
ス
ト五
所
川
原

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
デ
ー
開
催
 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
II、
ス
ト
五
所
川
原
 

事
務
局
 

か
（3
5)
6
3
6
3
 

1
日
の
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

勉
強
し
、
楽
し
め
る
催
し
物
で
す
。
 

●

1
0月
1
7日
同
 
1
1時
、
1
5時
 

五
所
川
原
商
工
会
館
 
2
階
 
多
目
 

的
ホ
ー
ル
 

◇
内
容
 
 

つ
い
て
」
、演
奏
「
板
橋
＆
ダ
ッ
チ
の

歌
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
演
奏
」
、抽
選

会
、
写
真
で
見
る
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

五
所
川
原
の
1
6年
 

◇
入
場
料
 
5
0
0
円
（
昼
食代
込
み
）
 

筈
回
五
所

川
原
狼
野
長
根
公
園

ク
口
K
R
ン
ト
リ
ー
大
会
 

五
所
川
原
市
陸
上
競
技

協
会
 

費
（3
4)
8
8
8
3
 

●

1
0月
2
4日
同
 
9
時
3
0分
 

狼
野
長
根
公
園
 

◇
種
目
 

①
小
学
生
の
部
 
男
女
 
1
・
5
』
 

②
中
学
生
の
部
 
男
女
 
3
』
 

③
高
校
生
の
部
 
男
子
 
6
』
 

④
高
校
生
の
部
 
女
子
 
3
』
 

⑤
一
般
の
部
A
男
子
3
5歳
未
満

⑥

一
般
の
部
B
男
子
3
5歳
以
上

⑦
シ
ニ
ア
の
部
男
子
5
0歳
以
上

⑧
一
般
女
子
の
部
 
3
』
 

⑨
フ
リ
ー
の
部
 
1
・
5
』
 

◇
参
加
費
 

小
・
中
・
高
校
生
 
1
0
0
0
円
 

一
般
 

2
0
0
0
円
 

◇
申
込
方
法
 
工
藤
歯
科
医
院
内
（
市

内
大
町
3
61
3
 
い
わ
や
薬
局
2
階
）
 

大
会
事
務
局
ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
 

ノ 

×
 き

の
こ
展
示
会
を
 

3 3 6 
km km km 

・

チ
ャ
リ
テ
ィ
呈
茶
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
 

さ
い
。
 

ッ
ト
、
血
圧
測
定
、
講
演
「
年
金
に
 
◇
申
込
期
限
 
1
0月
1
2日
因
 



●

1
0月
1
3日
困
9
時
契
万

、
1
1時
契
万
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
 

◇
協
賛
 
市
赤
十
字
奉
仕
団
栄
分
団
 

●

1
0月
1
3日
困
1
2時
3
0分

ー
1
5時
3
0分

東
北
電
力
卿
五
所
川
原
営
業
所
 

こ
こ

ろ
の
 

相
談
日
 

健

康

相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

各
地
区

で
の
 

身
も
心
も
さ
っ

ぱ
り
す
る
 

健
康
相
談

ー
 

●

1
0月
1
2日
因
 
1
0時

、
1
2時

幾
島
町
集
会
所
 

●

1
0月
1
3日
困
 
1
3時

ー
1
4時
3
0分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
長
橋
 

●

1
0月
1
4日
困
 
1
0時
3
0分

ー
1
2時

福
祉
会
館
 

●

1
0月
1
4日
困
 
1
0時
3
0分

、
1
2時
 

富
士
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

●

1
0月
1
4日
困
1
2時
3
0分

、
1
3時
3
0分

南
新
集
会
所
 

●

1
0月
1
5日
国
 
1
0時
3
0分

、
1
2時
 

石
田
坂
公
民
館
 

コ
保
健
セ
ン
タ

ー
で

の
 

ゴ
 

F
 

成
人
の
相
談
日

L
 

●

1
0月
1
3日
困
 

1
0時

ー
1
2時
・
1
3時

、
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

●

1
0月
2
2日
岡
 
1
3時
、
1
4時
 

市
保
健
セ
ン
タ
1
 
3
階
ホ
ー
ル

◇
テ
ー
マ
 

「危
険
な
不
整
脈
と
危
険
で
な
い

不
整
脈
（心
蘇
生
法
に
つ
い
て
）
」
 

◇
講
師
 
江
渡
内
科
医
院
 

江
渡
諒
治
先
生

◇
主
催
 

北
五
医
師
会

・
市
民
保
健
協
議
会
 

平
成
1
1年
度
 

青
森
県
医
師
会
県
民
 

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ
 

介
護
保
険
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た

い
、
老
年
期
の
心
理
に
つ
い
て
学
び
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
ご
自
由
に
参
加

で
き
ま
す
。
 

●

1
0月
2
3日
田
 
1
3時
3
0分
 
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
講
座
内
容
及
び
講
師
 

〔
介
護
保
険
〕
 

・

「
行
政の
立
場
か
ら
」
 

講
師
 
市
介
護
保
険
課
 

寺
田
建
夫
課
長
補
佐
 

・

「
医師
の
立
場
か
ら
」
 

講
師
 
西
北
中
央
病
院
在
宅
介
護
支
 

援
セ
ン
タ

ー
 

阿
部
英
雄
所
長
 

・

「看
護
婦
の
立
場
か
ら
」
 

講
師
 
在
宅
ケ
ァ
 
い
ろ
は
職
員
 

今
ま
り
子
さ
ん
 

・
 

「
ホー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
立
場
か
ら
」
 

講
師
 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
山
 

荘
主
任
ヘ
ル
パ

ー
 

北
川
真
理
子
さ
ん
 

〔
老
年期
の
心
理
〕
 

講
師
 
西
北
中
央
病
院
精
神
科
 

大
森
寛
科
長
 

◇
主
催
 

青
森
県
医
師
会

・
北
五
医師
会
 

か
ん
た
ん
ノ
 

健
康
レ
ス
ト
ラ
ン
 

生
活
習
慣
病
予
防

ー
 

食
欲
の
秋

こ
そ
ヘ
ル
シ
ー
に
グ
 

●

1
0月
2
2日
岡
9
時
契
刀

、
1
2時
3
0分

市
働
く
婦
人
の
家
 
2
階
調
理
室

◇
内
容
 

調
理
実
習
と
試
食
、健
康
の
た
め
の
話
 
 ◇

担
当
 
保
健
婦
、
栄
養
士
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
（
先
着3
0名
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
0月
1
8日
囲
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
、塩

分
測
定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
み
そ
汁
 

（小
瓶
に
入
れ
て
）
と漬
け
物
（
2
、
 

3
切
れ
）
。
 

献
血
の
こ
案
内
 

五
所
川
原
保

健
所
予
防
課
 

容
（3
4)
2
1
0
8
 

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◇

一
般
精
神
で
は
 

・
ゆ
う
う
つ
 
・
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
 

・
家
族
や
職
場
の
人
間
関
係
な
ど

◇
老
人
精
神
で
は
 

・

最
近
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
 

・

介
護
や
対
応
に
困
っ
て
い
る
な
ど
 

〔
一
般
精
神
保
健
福
祉
相
談
〕
 

●

1
0月
1
9日
因
 
1
3時
ー
1
4時
 

〔
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
〕
 

●

1
0月
1
2日
因
 
1
3時
、
1
4時

◇
相
談
場
所
 
五
所
川
原
保
健
所

◇
相
談
担
当
 
精
神
科
医
 

フ
A
I
IIリ

ー
サ
ポ
ー
ト
 

セ
ン
タ
ー
研
修
会
 

の
お
知
ら
せ
 

市
働

く
婦
人

の
家
内
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

事
務
局
 
合

（3
5)
8
8
9
8
 

●

1
0月
2
8日
困
 
9
時
9
9万

、
1
3時

市
働
く
婦
人
の
家
 

◇
内
容
 
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も

達
の
食
事
に
つ
い
て
 

◇
テ
ー
マ
 
「子
ど
も
に
多
い
脂
肪
の

と
り
す
ぎ
と
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に
つ

い
て
」
 

◇
講
師
 

増
田
病
院
栄
養
士
 
三
浦
栄
子
さ
ん

◇
準
備
す
る
も
の
 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、筆
記
用
具
、材
料
費
（7
0
0円
程
度）
 

◇
申
込
締
切
 
1
0月
2
5日
卿
 

◇
託
児
も
い
た
し
ま
す
。
 

〔
フ
ァミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

か
ら
の
お
願
い
〕
 

家
庭
内
で
使
わ
な
く
な
っ
た
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。
セ
ン
タ
ー
で
は
子
ど
も

の
移
動
や
託
児
に
必
要
と
し
て
お
り
ま

す
。
ご
寄
付
い
た
だ
け
る
方
は
、
市
働

く
婦
人
の
家
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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描いた額を持つ 

楽さん、尚子さん親子 

プーマ 

よい食生活を
するために 

五所川原市食生活改善推進員会  

［いわし団子と大根のうま煮I 

材料（4人分） 
いわし 4尾 にんじん V2本 

I スキムミルク 40 g しめじ 1パック 
~芽ひじき（乾） 2g ごま油 大さじ1 

a震鷲〒小さ2*L2 
l片栗粉 

大根 	 3209 

しょうが汁大さじ1/2 

を留大さL12/313 
針しょうが 適毛 

b b 

t 、わしはカ

ルシウムの運

び屋という別

名を持つビタ

ミンDを多く
含み、スキム

ミルクの力ル

シウム吸収を

高めてくれま

す。 
おt、しく食

べて生活習慣

病や骨粗髪症

を防ぎましよう。 

作り方 

①ひじきは戻し、ねぎは刻む。 

②いわしは頭と内蔵を除き、手開きにして骨を除き 

包丁で叩き、すり身にしてa を混ぜる。 

③フライパンに油を熱し（油は薄く）、②をスプー 

ンですくって両面を焼く。 

④野菜は大きめに切り、大根は下ゆでする。 

⑤ごま油で④の野菜を妙め、だし汁を入れて煮込 

み、bで調味し、③を加えて味を含ませる。 

⑥器に⑤を盛り、針しょうがを天盛りにする。 

川
 

清

築
さ
ん
（7
8)
 

尚

子
さ
ん
 

ー

新
町
ー
 

盛り上がった夏まつりも終り、いよいよ東

京ドーム出陣のため、立侵武多の化粧直しが

盛んに行われています。 

‘ 今回はその中でも一番目立つ額を描く北川 

ー さん親子を紹介します。お父さんの清策さん

は、数少ない昔のねぶたを知っている一人で× 

一丈（約3.3m）柱を三本継ぎにした心棒のね

ぶたを台車に取り付けたことや、橋から岩木

川にねぷたを流したナヌカ日、橋を渡る姿が

今でも印象に残ると思い出を話してくれまし

た。 青森の初代名人北川金三郎さんに師事し

たのが小学 2 年生の時、「初めはいたずら半分

に遊んで小屋に行ったのが少しずつ本気にな

りました」 と昔を語ってくれます。それから

出兵。 昭和21年に復員。五所川原町内ねぶた

が復活したのは 2年後の昭和23年。「大工、さ

かん屋、床屋など町内のねぶた好きがねぶた

小屋に集まりそれはもう盛んでした」 と昔の

仲間のことを話してくれます。額は 5段が基 

‘ 本という才ヒJtl んは、「ねぷたも好きだけど書

くのが一番好き。 特にねぶたに目を入れると

きが緊張しますよ。ねぶたは目が命。目線を

どこにするかで決まってしまいますからね。 

額の三面には武者絵を描きたいね。」と抱負を

言吾ってくれました。 

今回の額は娘の尚子さんと一緒に纂書体で

雲漢を書くことに。尚子さんもまた父の手伝

いで小学生のときから小屋に出入りし、今で

はねぷた絵も描きます。 まつりが大好きとい

う尚子さんは、あすなろ大太鼓のたたき手で

も活躍。北川親子を結び付ける五所川原ねぷ

た、北川さんは、はやしの掛け声ヤッテマレ 

ーを 「はやしの掛け声の伝統を残したのが弘

前、変えたのが青森、そして全部なくして新

しく したのが五所川原」 と教えてくれました。 

新しく復活した五所川原立侵武多。今から東

京ドームが待ち遠しい。 

医療当番医 、・=lLd 

彫日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

0
 
I

ノ
 

口
］
  

（医）済生堂 
増田病院 

五所川原市字新町41 35-2726 

m
  

一
 

 
（医）正幸会 
対馬内科小児科医院 

五所川原市字田町4-5 34-3431 

叫
  

ロH
  

（医）守生会 
中村整形外科病院 

五所川原市字一ッ谷160 34-3315 

町
  

口
］
 
 

桂整形外科医院 五所川原市字弥生町16-1 34-3737 

※注 1．対応時間 9:QO-17:OO（電話で確認してから）。 

2．その他、消防署（救急病院案内 h34-4999）で

紹介します。 

はつらつ女性課 内線 237 

五所川原市役所 n35-2111 
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